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などを列挙している（A: Jaspers, Weltgeschichte der Philosophie. Buch V. Die 
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という要請、あるいはニーチェのいう「汝のあるところのものになれ（Werde, was du bist）」
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限界状況（ethische Grenzsituation）」(PW, 275, 傍点は引用者)としての



























































































































（１） 草稿①「倫理学とは何か」  
 






















においていたものと言いうるだろう 48。  
                                                                                                                                                     
Weltgeschichte der Philosophie. Buch V, Ethik,と書かれており、以下で引用する遺稿・草
稿はすべてこの遺稿のファイルの中に保管されているものである。 
42 Weltgeschichte der Philosophie. Buch V, Ethik, EthikII, DLA Marbach.  
43 Weltgeschichte der Philosophie. Buch V, Ethik. Ethik I, S.1-49: „Kap. III, Die 
Kategorien des ethischen Denkens“, DLA Marbach, A: Jaspers. 



























































は上記の３のｃに分類されている（Ibid., S. 2）。 
49 Weltgeschichte der Philosophie. Buch V, Ethik. Ethik I, S.3. 傍点は引用者。 
50 Ibid. 傍点は引用者。 
51 Ibid. 傍点は引用者。 
52 Ibid. 
53 Ibid. 




















































                                                                                                                                                     
的自己存在〉という独特な用法ではなく、「人間の現実の生」を意味していると言ってよい
だろう。 
56 Vgl. Ibid. 傍点は引用者。 
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上げ、それに対して彼なりの反論を試みているが（P.A.Schilpp (hrs.), Karl Jaspers, 













「§１ 意志」、「§２ 自由」、「§３ 諸々の善――最高善」、「§４ 当為と法則」、
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お、当該草稿の３頁に「1920 年」という記載があるので（A: Jaspers, KapIII., S.3）、これ
らの遺稿は少なくとも 1920 年代、すなわち、初期の『世界観の心理学』（1919）から前期
の主著『哲学』（1932）の間の時期に成立したものと推測される。 





























的現実性 (eigentliche Wirklichkeit)」（EP, 59ff.）とも表現される「超在（Transzendenz）」
の概念に取って代わられたのではなかろうか。そしてその名残りが「絶対的意識」や「永
                                                   
66 Ibid., S.25ff. 
67 Ibid., S.13. 
68 Ibid., S.13, ff. 
69 Vgl., Ibid., S.18. 
70 Ibid., S.22. 
71 Ibid., S.23. 
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（enthusiastische Einstellung）」（PW, 117ff.）やのちの『実存開明』における「絶対的意
識」（PhII, 255ff.）に対応するものと言えよう。 
















前述の遺稿群の中には、さらに「哲学への序論について（Zur Einleitung in die Phil.）」
と題する 15 ページほどの箇条書きの草稿がある 74。この草稿では、「実存の現象
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Marbach, A: Jaspers. 
75 Ibid., S.13. 
76 Ibid., S. 12. 
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79 Vgl. Ibid. 
80 Vgl. Ibid. 
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のエッセンスを凝縮したものであり、後述する『形而上学』における「自由の無制約性の
倫理」（PhIII, 229）とほぼ同義のものであると指摘することができよう。なお、当該遺稿
の中でも、「実存哲学にもとづくエートス」（Weltgeschichte der Philosophie. Buch V. 












































                                                   
84 じっさいヤスパースは、1920‐21 年の冬学期に「倫理学」や「道徳哲学」についての講
































180)や「倫理的行為（ethische Handlung）」（PhII, 91）、「倫理的法則（ethisches Gesetz）」














































第３巻『形而上学』における「自由の無制約性の倫理（Ethik der Unbedingtheit der 
Freiheit）」（PhIII, 229）という用法がそれにあたると言えよう。ヤスパースは、『形而上学』







































































 『哲学』第 2 巻『実存開明』の「当為」論の中で、ヤスパースは「哲学的倫理学の可能




„Ethik“ という表現は「倫理学」なのか、それとも「倫理」なのか。   








































































































                                                   































































































































































































て、①「経験的現実性（empirische Wirklichkeit）」（PhII, 7）、②「実存の現実性（Wirklichkeit 







































































                                                                                                                                                     
現実性そのものではなく、あくまでわれわれにとっての「現象（Erscheinung）」にすぎな
いということになるであろう。 





















































































































































































































 第 3 章では、こうしたヤスパースの〈実存倫理〉のモチーフを踏まえつつ、それが普遍
妥当性に定位する〈普遍倫理〉とどのような関係があるのかを明らかにしたい。 
 第 4 章では、こうした前期の〈実存倫理〉のモチーフが後期において次第に〈理性倫理〉
のモチーフへと展開し、その強調点が移行していったことに注目し、そうした〈実存倫理〉
から〈理性倫理〉への転回と展開の必然性について考察したい。 

















































































                                                   
2 この言葉は、もともと古代ギリシアの詩人ピンダロスの詩句に由来するものと言われてい
るが、ニーチェは『悦ばしき知識』の中で、「汝の良心は何と語るか？――『汝は汝のある
ところのものになるべし（Du sollst der werden, der du bist）』」Friedlich Nietzsche: 
Sämtliche Werke. Kritische Studienausgabe 3, hrsg., v. Giorgio Colli und Mazzino 
Montinari, München : de Gruyter, 1999, S.519. 以下、KSA という略号を用いる。）という
一節において、および『ツァラトゥストラはこう語った』第 4 部の「蜜の供養」における




























                                                   
3 Hans Saner, Zum systematischen Ort der ethischen Reflexion im Denken von Karl 
Jaspers, in : Jahrbuch der Österreichischen Karl Jaspers Gesellschaft,Vol.12, hrsg.v. 








7 鈴木三郎『実存の倫理』理想社、1954 年、1-2 頁。 
8 同書、82-87 頁。 
9 林田新二、『ヤスパースの実存哲学』弘文堂、1971 年、10 頁。 
10 同書、13 頁。 



































                                                                                                                                                     
新二『実存的倫理学の構想――倫理学原理論の試み』セイコー企画、2012 年）。この論稿は
「実存倫理」の問題を考えるうえで無視できないものと言えよう。 
12 小倉志祥「実存倫理について」、「実存主義」第 58 号、理想社、1971 年 2-12 頁。なお、




14 同、4 頁。 
15 同、12 頁。 
16 同、9 頁。 
17 同、5-7 頁。 













存倫理〉を作り上げたのだろうか。（第 2 章） 
 ２つめは、カントをはじめとする普遍妥当性に定位する〈普遍倫理〉と歴史的一回性に
定位する〈実存倫理〉とを対比させることによって、両者のダイナミックな緊張関係を浮
き彫りにすることである。（第 3 章） 
 ３つめは、前期ヤスパースにおける〈実存倫理〉の限界点を明らかにすることによって、
後期ヤスパースにおける〈理性倫理〉への変容と展開の必然性を浮き彫りにすることであ
























                                                   
20 ヤスパースがのちに親友のエルンスト・マイヤーと出会い、彼の紹介を通じてその姉で































                                                   
21 Hans Saner, Karl Jaspers mit Selbstzeugnissen und Bilddokumenten, Reinbek : 
Rowohlt, 1970, S.31. （ハンス・ザーナー『ヤスパース』重田英世訳、理想社、1973 年、
36 頁。） 








































                                                   
25 ヤスパースがキルケゴールから「間接的伝達」をいかにわがものにして受容したのか、
そしてまたヤスパース哲学において「間接的伝達」とは何を意味するかについては、ヒュ
ーグリが詳細に論じている（Anton Hügli, Jaspers‘ Darstellung von Philosophie – eine 
Form der indirekte Mitteilung? In: Jahrbuch der Östereichischen Karl Jaspers 
Gesellschaft, Jahrgang Vol.28, hrsg.v. Elisabeth Salamun-Hybašek und Kult Salamun 





27 Heidegger, GA6-1, 431, 570, GA6-2, 67.   
28 Gilles Deleuze, Nietzsche et la philosophie, PUF, 1962. （ジル・ドゥルーズ『ニーチェ
と哲学』江川隆男訳、河出文庫、2008 年。） 




パースが生きていた「現代の哲学的状況」 (VE, 11) においてこの二人の「例外者






















































































                                                                                                                                                     
魔的なものは〔…〕自己自身を閉じ込める。〔…〕自由はつねに『交わる』ものであり、不自
由はますます閉じこもってしまい、いかなる交わりも望まない」（Sören Kierkegaard 
Gesammelte Werke und Tagebücher, Bd.7., Der Begriff Angst/Vorworte, 11/12 Abteilung, 





64ff., W. 458ff,）。 
32 Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer ,Halle, 1927, 19. Aufl., Tübingen, 2006, S.42. 
以下、SZ と略記。 































づけた」ものを取り上げたと述べられている（PhI, XX, 傍点は引用者）。  
ここで注目すべきなのは、「実存と現存在との区別ののちに」という表現である。この一
節からも、ヤスパースが 1922 年から 1931 年の『哲学』成立までの間に単なる自己の現実
                                                                                                                                                     
の中で、美的・倫理的・宗教的な人間のあり方の諸段階を問題にしている。Vgl. Sören 
Kierkegaard Gesammelte Werke und Tagebücher, Bd. 9. Stadien auf des Lebens Weg. 
15 Abteilung, übersetzt von Emanuel Hirsch, Simmerath : Grevenberg Verlag Dr. 
Rolf&Co. OHG, 2002. 
35 Sören Kierkegaard Gesammelte Werke und Tagebücher, Bd.11, Abschliessende 
unwissentschaftliche Nachschrift BdII, 16 Abteilung, übersetzt von Hans Martin 
Junghans, Simmerath : Grevenberg Verlag Dr. Rolf&Co. OHG, 2002, S.1.  （キルケゴー
ル著作集 8『哲学的断片への結びとしての非学問的あとがき（中）』、白水社、1969 年、216
頁。） 


































となる考えを形作っている」（Kurt Salamun, Karl Jaspers, zweite, verbesserte und 





（Hannah Arendt, Karl Jaspers, in: Reden zur Verleihung des Friedenspreises des 
Deutschen Buchhandels, 1958, München, 1958, S. 32f. Vgl. Werner Schneiders, Karl 



























































































存在なのだから仕方ない（Ich bin nun einmal so）」という言明を「自由」な存在としての
                                                   
44 Vgl. Hans Friedrich Fulda, Der Begriff der Freiheit － Schlußstein von dem ganzen 
Gebäude eines Systems der reinen Vernunft, in: Stolzenberg, Jürgen (Hrsg.): Kant und 
der Frühidealismus. Hamburg : Meiner, 2007, S. 15-44. 
45 ヴィッサーも、ヤスパースの哲学において「自由」がその「核心（Kern）」であること
を強調している（Richard Wisser, Philosophie in der Bewährung : Vorträge und Aufsätze, 
Würzburg : Königshausen & Neumann, 1995, S.17. ／リヒャルト・ヴィッサー『哲学の
実存――ヤスパースとハイデッガー――』盛永審一郎・林隆也訳、理想社、1997 年、38 頁。） 
46 Yusuf Örnek, Karl Jaspers. Philosophie der Freiheit, Freiburg / München : Alber, 
1986.／Philipp Batthyany, Karl Jaspers und die Freiheit, in: Hanmid Raza Yousefi, 
Werner Schüßler, Reinhard Schultz, Ulrich Diehl (Hrsg.), Karl Jaspers. Grundbegriffe 
seines Denkens, Reinbeck : Lau Verlag, 2011, S.54.／Werner Schüßler, Jaspers zur 
Einführung, Hamburg : Junius, 1995, S.82.（ヴェルナー・シュスラー『ヤスパース入門』
岡田聡訳、月曜社、2015 年、110 頁。） 





















































                                                   
48 Batthyany, a.a.O., S.53. 





































                                                   







52 Sartre, op.cit., p.67. （サルトル、前掲書、51-52 頁。） 



























さざるをえない（Ich muss）」・「私はここに立つ。他にはなしえない（Hier stehe ich, ich 









                                                   
55 Batthyany, a.a.O., S.53. 
56 この言葉は、マルティン・ルターがヴォルムスの帝国議会で語ったものである（D. Martin 



































                                                   
59 キリスト神学を背景にしつつも、ヤスパース哲学に深い理解と共感を示している W・シ
ュスラーも、こうしたヤスパースの「贈与としての自由」（Schüßler, a.a.O., S.. 80／同訳書、
108 頁）に着目しており、ヤスパースの「己に贈られていること」というモチーフとキリス








自己を措定した力のうちに、透明に根拠をおいている」（Sören Kierkegaard Gesam- 
melte Werke und Tagebücher, Bd.17, Die Krankheit zum Tode, 24/25 Abteilung, 










































                                                                                                                                                     
アウグスティヌス、ルター」なしにはありえなかったと述べているのは注目に値するであ
ろう（Paul Arthur Schilpp (hg.), Karl Jaspers, Philosophen des 20. Jahr-hunderts, 










制約性」の問題については直接的には論究されていない（Latzel, Edwin : Die Erhellung der 
Grenzsituationen, in : Schilpp,P.A. (Hrsg.) , Karl Jaspers. Philosophen des 20. 















































Unbedingte, l’inconditionne）を「絶対的なもの（l’absolu）」と解している（Jeanne Hersch, 











動的行為（triebhaftes Handeln）」・「目的行為 (Zweckhandeln)」・「生命的行為 (vitals 
Handeln)」といった「制約的行為 (bedingte Handlung)」との対照において、実存の「無
































































































































































































                                                   
73 注 64 参照。 
74 初期ハイデガーも「カール・ヤスパースの『世界観の心理学』に寄せる論評」（1919-21）











































                                                   
75 林田、前掲書、96 頁。 
76 『実存開明』の限界状況論でも、「限界状況を経験することと実存することとは同一のこ
とである」（PhII, 204）と言われている。 
77 Martin Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer ,Halle, 1927, 19, Aufl., Tübingen, 























































                                                   
78 秋富克哉・安倍浩・古荘真敬・森一郎編『続・ハイデガー読本』（拙稿「18 ヤスパース
――かつての盟友からの視角」）法政大学出版局、2016 年、171-178 頁参照。 








































                                                   
80 ナチスの強制収容所を体験したユダヤ系の精神科医 V・E・フランクルも、同様の事態を
「実存的空虚（existentielles Vakuum）」と呼んでいる（Vgl. Viktor E.Frankl, Der 

































                                                   






Nörenberg, Existenzphilosophie als Ontologie moralischer Phänomene?, in: 
Existenzphilosophie und Ethik, Hans Fege, Manuela Hckel (Hrsg.), Berlin/Boston, De 






















































































































































































































a,a, O., S. 62.／同訳書、85 頁）と指摘している。こうした発想は、西田幾多郎が最晩年の
宗教論『場所的論理と宗教的世界観』の中で、「我々の自己の一々が〔…〕絶対的一者を表
現すると共に、逆に絶対的一者の自己表現として、一者の自己射影点となる」（『西田幾多













































（ewige Wiederkehr）」の思想とも共振しうるのである（Vgl. PhII, 129）。ヤスパースは









84 Sören Kierkegaard Gesammelte Werke und Tagebücher, Bd..7., Der Begriff 
Angst/Vorworte, übersetzt von Emanuel Hirsch, Grevenberg Verlag Dr. Rolf&Co. OHG 


































                                                   




川亮一『道化師ツァラトゥストラの黙示録』九州大学出版会、2010 年、188 頁, 傍点は引
用者）と指摘し、それを「永遠の現在」と連関させて解釈している（同書、190-191 頁）。 



































                                                                                                                                                     
Philosophie von Karl Jaspers‘, in: Jahrbuch der Österreichschen Karl-Jaspers 
Gesellschaft, Vol. 1, hrsg.v. Elisabeth Salamun-Hybašek und Kult Salamun, Wien : 































                                                   
88 林田、前掲書、71 頁。 
89 Weidmann (Hrsg.), a.a.O., S. 19. 
90 オーストリア・ヤスパース協会誌の第 1 号でも、ヤスパースが青年時代に書いた「孤独」
と題する遺稿が掲載されているが、若き日のヤスパースにとっても「孤独と交わり」の両
極的な弁証法は切実な問題であったと言えるであろう（Karl Jaspers, Einsamkeit 
(Nachlaßmanuskript), in : Jahrbuch der Österreichschen Karl-Jaspers Gesellschaft, Vol. 




Schultheiss, Philosophieren als Kommunikation. Versuch zu Karl Jaspers‘ Apologie des 
kritischen Philosophierens, Manheim : Forum Academicum, 1981, S.V.）。また、テオハ
ロヴァは、ヤスパースの実存哲学を同時に「交わりの哲学」を伴う「世界哲学」として解
釈しようと試みている（Genoveva Teoharova, Karl Jaspers‘ Philosophie auf dem Weg zur 







































































































































































                                                   











































                                                   
1 小倉志祥も、「実存倫理の可能性」と題する論考の冒頭で、「実存哲学は実存の個別性に固
執するあまり普遍性を軽視し、従って倫理を基礎づけえない」（飯島宗享・吉澤伝三郎編『実












2 Helmut Fahrenbach, Existenzphilosophiie und Ethik, Frankfurt am Main :  
Klostermann,, 1970, S. 61. ／H・ファーレンバッハ『実存哲学と倫理学――実践哲学の復































































































                                                   
4 Kants Werke, Akademie Textausgabe V. Kritik der praktischen Vernunft, Berlin: 
Walter de Gruyter, 1908-13, S.30. 
5 たとえば、カントは有名な「人間愛から嘘をつく権利と称されるものについて」（1797）
という論文において、人殺しに追われた友人を救うためと称して嘘をつくことも禁じてお
り、普遍妥当的な道徳法則に対する一切の例外を認めない（Kants Werke, Akademie 
Textausgabe VIII. Abhandlungen nach 1781, Berlin : Walter de Gruyter, 1968, S.425ff.）。  
6 こうしたヤスパース哲学へのカントの影響に関しては多くの論者が指摘しているが、有名
なところでは、ハンナ・アーレントも「ヤスパースは〔…〕カントがかつて持ちえた唯一










Schmidhäuser, Allgemeine Wahrheit und existentielle Wahrheit bei Karl Jaspers, Diss. 






































































                                                   
8 Vgl. Fahrenbach, a.a.O., S. 62. 









































































がある。」（DLA Marbach, A：Jaspers. Weltgeschichte der Philosophie. 
Buch V. Die Verwirklichung der Philosophie. Ethik. Ka. 90 (od. 25), Kap III Die 




























































                                                   
12  たとえば、『実践理性批判』の中の「義務よ！汝、崇高で偉大な名〔…〕」（Kants Werke, 






原理によって規定されなければならないことになるだろう」（Kants Werke, Akademie 
Textausgabe IV, Grundlegung zur Metaphysik der Sitten, Berlin / New York : Walter de 




































































































具合に解釈することができるのではなかろうか 16。   
 『世界観』ではさらに、倫理的命法の普遍妥当性が単なる「形式」にとどまらず、命法や法






14 Vgl. Kants Werke, Akademie Textausgabe IV, S.400.  
15 Hügli,a.a.O., S.19. 
16 小倉も「キェルケゴールの個普の具体的綜合」として、このような局面を視野に入れて





















































































                                                   
17 のちのヤスパースの論文「善の無制約性と悪」（1946）では、こうした「道徳主義
（Moralismus）」は、倫理的見地からすると、それ自身「悪の一形態」となりうることが


















































摘している（Hans Saner, Zum systematischen Ort der ethischen Reflexion im Denken 
von Karl Jaspers, in : Jahrbuch der Österreichischen Karl Jaspers 
Gesellschaft,Vol.12(1999), hrsg.v. Elisabeth Salamun-Hybašek und Kult Salamun, 
Innsbruck/Wien : Studien Verlag, 1999, S.14）。 












































                                                   








































































































                                                   
25 Kants Werke, Akademie Textausgabe VIII, S.425ff. 注 6 を参照。 
26 Fahrenbach, a.a.O., S. 61.／同訳書、118 頁。 













































































































































































































































                                                   
30前章の注 56 でも述べたように、この言葉は、マルティン・ルターがヴォルムスの帝国議
会で語ったと言われているものである（D. Martin Luthers Werke. Kritische 














































































































                                                   
31 『実存開明』の中の当為論でも、「無制約的当為は〔…〕実存の自由による自律的な
．．．．







































































































































































































































































































































































                                                   
35  たとえば、G・ルカーチもヤスパースやハイデガーの実存哲学のうちに、極端な主観主
義や独我論を見てとっており（Georg Lukács, Die Zerstörung der Vernunft, Berlin, 
Aufbau-Verlag, 1954.）。O・F・ボルノーも、「実存哲学においては、純粋な内面性にかか
わる人間が構成されるならば、そうした人間は世界に対する責任から逃避しようとするだ
ろう」（Otto F. Bollnow, Französischer Existentialismus, Stuttgart : W. Kohlhammer, 














































































































                                                   
36 Johannes Thyssen, Staat und Recht in der Existenzphilosophie, in: Archiv für Rechts- 






































































































                                                   
































































                                                   















































































ればならない（Vgl. PhII, 332f.）という要請として、「法則性一般の法則」（PhII, 331）と
いう形式は残り続けると言いうるのではなかろうか。それでは、こうした「法則性一般の
法則」すらも突破されてしまうような極限的な局面はありうるのだろうか。 











































































































                                                   


































                                                   
























































































第 4 章 〈実存倫理〉から〈理性倫理〉へ 
 



























                                                   
1 峰島旭雄編『ヤスパース――哲学的信仰の哲学――』以文社、1978 年、359-361 頁。 
2 Hans Saner, Zum systematischen Ort der ethischen Reflexion im Denken von Karl 
Jaspers, s, in : Jahrbuch der Österreichischen Karl Jaspers Gesellschaft,Vol.12, hrsg.v. 
Elisabeth Salamun-Hybašek und Kult Salamun, Innsbruck/Wien: Studien Verlag, 1999, 
S.9-27. なおヒューグリも、初期の『世界観の心理学』、『哲学』、「善悪」論文といったヤ
スパースの倫理思想の展開を論じているが、そこでは、「実存の倫理」から「理性の倫理」
への変容という視点は示されていない（Anton Hügli, Die Bedeutung 
existenzphilosophischen Denkens für die Ethik―exemplifiziert an Kierkegaard und 
Jaspers, s, in : Jahrbuch der Österreichischen Karl-Jaspers Gesellschaft,Vol.25 hrsg.v. 
Elisabeth Salamun-Hybašek und Kult Salamun und Harald Stelzer, Innsbruck : 
Studien Verlag, 2012, S.9-39.）。 









































                                                   
4 前期の主著『哲学』でも「理性（Vernunft）」という表現は何箇所かで出てくるものの、
そこには特別な意味合いはこめられていなかったと言いうる（Vgl. PhI, 222ff, PhII, 3, 38, 









二次世界大戦直後の 1946 年に刊行された『変貌（Die Wandlung）』という哲学雑誌に掲載


































                                                   
5 Saner, a.a.O., S.22. 
6 Jaspers, Karl; Das Unbedingte des Guten und das Böse (1946), in : Karl Jaspers, Das 
Wagnis der Freiheit. Gesammelte Aufsätze zur Philosophie, hrsg.v. Hans Saner, 
München / Zürich, Piper, 1996, S.86-98. 以後は、略記号 WF を用いる。 
7 ibid. 
8 Ibid. 
9 Ibid. 傍点は引用者による強調。 













































                                                   
12 Ibid. 































































































                                                   
17 Hügli, a.a.O., S.26. この点に関してはザーナーも、「1933 年以降の政治的な出来事に直
面して」、「ヤスパースは〔…〕悪からその無制約性と、無規定の彼岸性というかの魔術を







































                                                   
18 ザーナーもこの点に注目しており、ここでは「厳密な実存哲学的倫理学から、むしろカ




































                                                   
19 Kants Werke, Akademie Textausgabe VI, Die Religion innerhalb der bloßen Vernunft, 
Berlin : Walter de Gruyter, 1907/14. 
20 Ibid., S.19. 
21 Ibid., S. 47. ヤスパースの小論「カントの根本悪について」の中でも、ヤスパースはカン
トにおける「根本悪」とともに、「心術の革命（Revolution der Gesinnung）」（RA, 119）
について論じている。なお、以下は「心術における革命」ではなく、「心術の革命」という
表記を用いることにする。 
22 Vgl. Ibid.S.33ff. 

































る のではなかろうか。 当該論文でも、かろうじて善が「道徳法則には解消されない」(WF, 90）
ことが示唆されている 。 こ こでは、道徳法則では汲み尽されない善のより包括的な根拠
としての 「 理性」の役割が重要になってくるのではなかろうか（  Vgl. WF, 90）。 
いずれにしても筆者は、善悪の３段階説の中でも、とくに倫理的な段階における「動
機の誠実性」に注目し、そこに「 根本悪」からの再生としてのカントの「 心術の革命」 
に比すべき後期ヤスパースにおける「回心（Umkehr）」のモチーフを見てとることした
                                                   
24 ザーナーは、当該テクストにおけるこうしたヤスパースの「善の無制約性」の多次元性
と多重性に、「現存在」の制約性と「実存」の無制約性のみを対置させるような「実存開明















































































































































                                                   
30 テュッセンによる、ヤスパースは普遍的な規範を「実存的わがもの化」の事柄にしてし
まうという批判も、最終的にはこうした客観的・普遍的な基準のなさに向けられているの
ではなかろうか（Johannes Thyssen, Staat und Recht in der Existenzphilosophie, in: Archiv ffür 









































                                                   
31 Georg Lukács, Die Zerstörung der Vernunft, Berlin: Aufbau-Verlag, 1954, S. 414. 
（ルカーチ『 理性の破壊』（ 下）、世界大思想全集、哲学・文芸思想篇 31（下） 、河出




















































































                                                   

















































































                                                   
34 金子、前掲書、1 頁、8 頁。 







































































                                                   
36 M・シェーネもラーマンと共に、ヤスパースの「理性」概念の曖昧さを指摘している
(Michael Schene, Die Bewegung, die Weisen und der Einzelne. Karl Jaspers’ 
Philosophie zwischen Nicht-Wissen und Seinsgewissheit, Würzburg : Königshausen & 




前掲書、534 頁）。  
39 Kurt Salamun, Karl Jaspers, Zweite, verbesserte und erweiterte Auflage, Würzburg : 
































                                                   
40 Ibid.  
41 Ibid. 
42 拙論「『精神病理学総論』におけるヤスパースの「 心的局在論」批判について」日本
ヤスパース協会編『コムニカチオン』第 11 号（創立 50 周年記念号）、2000 年、























（die grenzenlose, öffnende, 
erschließende, sich aufschwingende Bewegung der Vernunft）」（W, 711）もしくは「開
























                                                   
44 こうした厳しい「全体主義」批判において、ヤスパースは『全体主義の起源』を書いた
みずからの門下生ハンナ・アーレントと見解を等しくしているのである。Cf.. Hannah 


































                                                   
45 『実存哲学』においても、「より深い統一へと向けた理性の衝迫」（EP, 48）が語られて
いる。 
46 後期ヤスパースの「包括者（das Umgreifende）」については、第 5 章で改めて言及する
が、ここでいう「包括者」とは、主観―客観―分裂を超え包む存在と人間存在の諸様態と
いう意味である。 



































                                                   
48 Salamun, a.a. O., S.75. 
49 Andreas Cesana: Jaspers’ Project „Weltphilosophie“: Paradigma interkultureller 
Kommunikation？: in: Wisser, Richard / Ehrlich, Leonard H. (Hrsg.), Karl Jaspers' 
Philosophie. Gegenwärtigkeit und Zukunft (Karl Jaspers' Philosophy. Rooted in the 
Present,Paradigm for the Future), Würzburg: Königshausen & Neumann , 2003, 
S.223-232.   









































                                                                                                                                                     


































































































































































――哲学的信仰の哲学――』以文社、1978 年、359 頁）。 
52林田、前掲書、312 頁。 






















































                                                   
54 伴、『カントとヤスパース』、503 頁。 
55 林田、前掲書、317 頁。 
56 Vgl. Hans Saner, Einsamkeit und Kommunikation. Essays zur Geschichte des 




















































                                                                                                                                                     
解釈では、〈実存倫理〉と〈理性倫理〉との両極的なダイナミズムが十分捉えられないので
はないかと考える。 




















































                                                   














































                                                   
64 ザーナーは条件つきではあるが、こうした倫理的なモチーフの移行を表現する際に、「実
存哲学的な倫理」から「カント的道徳」への「転回（Wende）、もしくは「カント的転回（die 



















































目の「倫理的」段階において、「動機の誠実性（真実性 Wahrhaftigkeit der Motive）」（WF, 
                                                   
67 Schilpp, a.a.O., S.829. 
68 チェザーナも、こうした「世界哲学」の文脈における「普汎的交わり」と「哲学的理性
の思考様式」との連関を指摘している（Vgl. Andreas Cesana, Grenzen der Rationalität 
und Kommunikation, in: Karl Jaspers. Philosophie auf dem Weg zur „Weltphilosophie“, 
Hrsg.v. Leonard H Ehrlich / Richard Wisser, Würzburg : Königshausen & Neumann , 












































                                                   
69 林田も、「われわれは、実存的であると同時に理性的であろうとするヤスパースの態度が、
彼の〈真実性 Wahrhaftigkeit〔誠実性〕〉の強調に示されているとみることができる」と








































（VW, 42, 傍点は引用者） 
                                                   
70 ヴィールも、ヤスパースの実存哲学が「倫理学（Ethik）である」ことのゆえんをどこま






























































                                                   
72 ヤスパースは、1935 年に『カントにおける根本悪』という小論を書いているが、このな
かですでに「心術の革命（Revolution der Gesinnung）」に注目している。 
73 Kants Werke, Akademie Textausgabe VII, Anthrtopologie in pragmatischer Hinsicht, 
















































                                                   






















































                                                   
76 W・シュナイダースは、ヤスパースの「回心」を「政治的な危機における実存的回心」





















































                                                   
77 Kants Werke, Akademie Textausgabe VI, Die Religion innerhalb der bloßen Vernunft, 
Berlin : Walter de Gruyter, 1907/14, S.47.  







































 第 3 節では、後期のヤスパースの諸著作をもとに、後期ヤスパースにおける「理性」の
いくつかのメルクマールを明らかにし、そこには、①あらゆるドグマや固定化を批判的に
突破する〈開かれた根本態度〉と同時に、②真の統一を希求して、ありとあらゆるあり方
                                                   








































































1. 包括者論の根本意図――その倫理的・実践的意義――  
                                                   
1 Vgl. Hans Saner, Zum systematischen Ort der ethischen Reflexion im Denken von 
Karl Jaspers, , in : Jahrbuch der Österreichischen Karl Jaspers Gesellschaft,Vol.12, 
hrsg.v. Elisabeth Salamun-Hybašek und Kult Salamun, Innsbruck/Wien : Studien 






































                                                   
2  林田新二「ヤスパース哲学における包越者思想の背景と意義――「哲学的根本操作」を
めぐって――」（『専修人文論集 第 49 号 市倉宏祐教授退職記念号』、1992 年、179-208
頁。林田新二「ヤスパース哲学における「知」と「信」との不可分性の自覚化―哲学的信仰
と包越者思想の関連づけの意義（１）」『生田哲学 第５号』、1999 年、1-26 頁。林田新
二「ヤスパース哲学の対極的な二つの契機と倫理学」『コムニカチオン第 11 号 創立 50



























































                                                                                                                                                     










継ぐものといえよう（Sören Kierkegaard Gesammelte Werke und Tagebücher, Bd.17, , Die 
Krankheit zum Tode, 24/25 Abteilung, übersetzt von Emanuel Hirsch, Simmerath : 

































































































へと超え出ていく」（Hans Saner, Karl Jaspers mit 



















と解釈している（Salamun, a.a.O., S.92f., 傍点は引用者）。 


















































































た「包括者の諸様態」は、改めて①「存在そのものである包括者（das Umgreifende, das das 










来的な存在」であり、これこそが｢あらゆる包括者の包括者  (das Umgreifende alles 
Umgreifenden)｣（W, 109）としての一なる包括者そのものに他ならないのである 12。 
 これに対して、②の「われわれがそれであるところの包括者」とは、われわれにとってあ
らゆる存在者があらわになる、いわば〈存在の開けの場所〉13としてのわれわれ人間存在そ
のものの多重的で多次元的なあり方であり、「現存在 (Dasein)」、「意識一般 (Bewusstsein 























13 注 9 で述べたように、ヤスパースは『啓示に面しての哲学的信仰』(1962)の中で、包括者論
を「存在の開示の場所
．．












































                                                   
16 Vgl. ibid. S. 84. 
17 Ibid. 


















































Knauss, Der Begriff des Umgreifenden in Jaspers’ Philosophie, in:  Karl Jaspers. 
Philosophen des 20. Jahrhunderts (Hrsg v. P.A.Schilpp), Stuttgart : Kohlhammer, 1957, 
S.160.）と批判している。 
21 Werner Schüßler, Jaspers zur Einführung, Hamburg : Junius, 1995, S.110. :（ヴェル
ナー・シュスラー『ヤスパース入門』岡田聡訳、月曜社、2015 年、149 頁。） 
22 Ibid., S. 111.（同） 
23 ヤスパース自身にとって、こうした包括者の諸様態の区分は「われわれ西欧の教養の過
程の帰結」（W, 125）を踏まえたものではあるが、究極決定的なものではなく(ibid.)、あく

















































のである（Ｗ, 49, 傍点は引用者）。 
 
こうした「超越する飛躍（transzendenter Sprung）」（Ｗ, 49）は、「意識的な精神の現存
                                                   

































































































































































































































                                                   
28 こうした発想は、カントが『純粋理性批判』の「第２版序文」の中で述べている「信仰
に場所を開けるために、知を廃棄しなければならない」（Kants Werke , Akademie 
































































                                                   
30 たとえば、ソクラテス以前の古代ギリシア哲学において、万物の根元（アルケー）が「水」
や「空気」、「火」、「アトム（原子）」等々といった特定の対象的な「存在者」として思惟さ



























 (Grundwissen)」という形での最も広い「共通の地盤 (gemeinsamer Boden)」を獲得
する（PGO, 7）という展望が拓かれたと言いうるのではなかろうか。そしてまた、このこ





























































































































































































                                                   
33 Vgl. Tsuyoshi Nakayama, Was ist die eigentliche "Wirklichkeit" in Jaspers' 
Philosophie ?,in : Karl Jaspers. Geschichtliche Wirklichkeit mit Blick auf die 
Grundfragen der Menschheit, hrsg.v. Andreas Cesana / Gregory J. Walters, Würzburg : 








































































































                                                   







































































                                                   
35伴博も、ヤスパースにおける「精神」の問題に着目し、さまざまな角度からその意義と問
題点とを詳しく論じている（伴博、前掲書、472-499 頁）。 
36 Deutsche Søren Kierkegaard Edition, Bd.1., Journale und Aufzeichnungen, , Journale 
AA – BB – CC – DD, hrsg.v. Hermann Deuser und Richard Purkarthofer, Berlin / New 










































































































































































































                                                   
37 Saner, a.a.O., S. 26. 
38 Ibid. 





































と言われていた（Vgl. PhII, 362f.）。 
 この「もろもろの根源」とは、『実存開明』の枠組みでは、「可能的実存」としての自己
                                                   
40越部良一「近き神と遠き神--ヤスパースの哲学的信仰の二重性」、早稲田大学哲学会『フ
ィロソフィア』97 号、2009 年、63-76 頁。 
41 同 






































                                                   
44 Vgl. Saner, a.a.O., S.25. 
45  「悪」の問題は、1935 年の小論「カントの根本悪について」、第 4 章で述べた「善悪論
文」に加えて、晩年の大著『啓示に面しての哲学的信仰』の中で、カントやキルケゴール





























し、第 2 章から第 4 章では、前期の〈実存倫理〉のメルクマールを浮き彫りにして、〈実
存倫理〉と〈普遍倫理〉との弁証法的な緊張関係について考察し、前期の〈実存倫理〉か
ら後期の〈理性倫理〉への変容と展開のプロセスをたどりつつ、その必然性について考察





































































































































































































































































                                                   
1  Anton Hügli, Die Bedeutung existenzphilosophischen Denkens für die Ethik―
exemplifiziert an Kierkegaard und Jaspers, in : Jahrbuch der Österreichischen 
Karl-Jaspers Gesellschaft,Vol.25, hrsg.v. Elisabeth Salamun-Hybašek und Kult 
Salamun und Harald Stelzer, Innsbruck : Studien Verlag, 2012, S. 10. なお、このヒュー
グリの論文は、『実存哲学と倫理学』と題する論集にも収録されているが（Feger, Hans / 
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